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東地域および中西地域の広域連系系統に係る
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－広域系統整備計画の前提条件について－
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2今回のご説明事項

◼ 東地域および中西地域の計画策定プロセスは、2022年７月より開始し、作業会にて増
強方策等の検討を進め、逐次、本委員会にて検討状況をご説明してきた。

◼ 今回、具体的な系統整備計画の基本要件の検討を進めるに当たり、その前提とする需
要・電源の条件について整理したことから、ご確認いただきたい。



3前提条件の基本的な考え方

◼ 広域連系系統のマスタープランでは、2050年に向けた需要・電源のシナリオを設定し、系統
増強の長期展望を示した。

◼ 今回、具体的な系統増強の検討に当たっては、比較的蓋然性の高い10年程度先の需
要・電源の動向を考慮するとともに、それ以降の再エネ増加等のポテンシャルも考慮しなが
ら、必要な系統増強を検討する必要がある。

2030年頃
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◼ 今後の系統計画の基本的な考え方として、将来の電源ポテンシャルを考慮しながらプッシュ
型で系統整備を行うこととしている。

◼ そのため、今回の系統整備の完成時期と見込まれる2030年頃の需要と電源を設定すると
ともに、その系統設備が運用される期間（2050年以降まで）における再エネの増加等を
含めた電源・需要動向を考慮しながら、合理的な設備形成を検討する。

2030年頃 2050年頃

【再エネ導入量イメージ】
(ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ断面)

再エネ
導入量

前提条件の基本的な考え方

系統設備の運用期間における需要・電源の動向も踏まえ、
合理的な設備形成を検討



5電源・需要の前提条件（案）

◼ 今回の前提とする2030年頃の需要・電源は、供給計画の最終年次(10年目)をベースとして、
電源等開発動向調査や接続契約申込等の比較的蓋然性の高いポテンシャルを考慮するものとし、
以下のとおり設定することとしてはどうか。

前提条件の考え方
（2030年頃の需要・電源）

需 要 供給計画の最終年次（10年目）の需要で設定

電

源

太陽光

供給計画の最終年次（10年目）の発電設備量に加え、
洋上風力の開発動向、電源等開発動向調査
および、接続契約申込済の電源等を考慮して設定

陸上風力

洋上風力

水力・地熱
ﾊﾞｲｵﾏｽ等

火 力
供給計画の最終年次（10年目）の発電設備量に加え、
接続契約申込済の電源等を考慮して設定

原子力 廃炉以外の電源が全て稼働するものとして設定
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なっとく再生可能エネルギー（資源エネルギー庁）

（参考）洋上風力のポテンシャル



7（参考）広域連系系統のマスタープラン（基本シナリオ）の前提条件

第15回 広域連系系統のマスタープラン及び系統利用ルールの在り方等に関する検討委員会(2022/1/27)


